
　越堂たたらは、田儀櫻井家が江戸時代中期（１７６９年頃）から明治時代初期（１８８２年頃）まで操業した「海の

たたら」です。田儀港に近い越堂たたらは、海の廻船を利用して製鉄の原材料（砂鉄・木炭）を各地から調達し、

生産した鉄素材（銑鉄）を全国に出荷しました。また、越堂たたらは、山と海のたたらを同時に経営した田儀櫻井

家の中心的なたたら場として、幕末から明治時代の初年には出雲国でも一二

を争うほどに栄えた田儀櫻井家の製鉄経営を支えました。今回、オープンし

たガイダンス施設では史跡である越堂たたら跡の調査成果を中心に、他の史

跡の概要や田儀櫻井家のたたら製鉄経営の特色などを紹介し、田儀櫻井家の

たたら製鉄を総合的に学べる施設となっています。

　4月 14 日のオープニングには市内外から多くの来場者で賑わいました。

総括目標

出あい　ふれあい　心豊かで活力あるまちづくり

コ ミ セ ン だ よ り

多伎コミュニティセンター 
〒699 -0903　出雲市多伎町小田７３
TEL（0853）86 -2853  FAX（0853）86 -2854
E-mail:taki-cc@local.city.izumo.shimane.jp
HP公開中 多伎コミュニティーセンター 検 索
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多伎地域の人口及び世帯数（３月末現在）
世帯数 1,309世帯
人 口 3,125人
  男 1,510人
  女 1,615人

＋ 1
△ 8
△ 3
△ 5

△ 2
△62
△39
△23
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国史跡  田儀櫻井家たたら製鉄遺跡4月14日（日）

お花見
健康ウォーキング開催！

３月３１日（日）に小田から多岐の約５キロのコースを桜の花を眺めながらウォーキングしました。

今年は、桜の開花時期が遅く花はこれからでしたが、３４名の参加者で春の訪れを実感しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《出雲市スポーツ協会多伎支部陸上部主催》
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★広報誌発行（年６回奇数月発行）
★ホームページ更新《随時》
★高齢者のスマホ教室

　（３回シリーズ）11月から１月頃
★地域探訪講座 ：

　４月にオープンした越堂たたら
ガイダンス施設の見学および、
たたらづくり体験12月

★運営委員・専門部員合同研修

　出雲木材市場、エネルギーセン
ター他　日程未定

●部　長  三島　年雄
●副部長  松尾　千歳

総  務  部総  務  部

★歴史勉強会 （視察研修） 美保関方面  6月22日（土）
★らいふあっぷ講座 （４講座）

①寄せ植え体験 ５月18日（土）、12月14日（土）
②羊毛フェルト干支づくり 11月９日（土）
③ものづくり体験 日程未定

★人形劇　日程未定

●部　長  山本　成美　 ●副部長  岡田　美晴

文  化  部文  化  部

★コミセン大学

①開講式・講演会 5月24日（金）
　講師　松江・出雲弁保存会  会長　小林忠夫氏
②健トレ体験 6月24日（月）  講師　勝部珠實さん
③境港方面視察研修 9月18日（水）
④講演会・閉講式　令和７年２月

★いきいき出前講座 ：

　サロン会での紙芝居や防災講座

●部　長  松本　弘臣　 ●副部長  柳楽登志子

いきいき健康福祉部いきいき健康福祉部

★ニュースポーツを楽しもう

①ペタンク交流大会 ７月19日（金）
②カローリング交流大会 ２月23日（祝・日）

★お花見健康ウォーキング ３月下旬

●部　長  持田　　透　 ●副部長  吾郷　昭夫

スポーツ・レクリエーション部スポーツ・レクリエーション部

鶴ヶ城跡遊歩道ウォーキングイベント

 11月24日（日）

各 部 合 同 事 業各 部 合 同 事 業

★いきいき体験講座

①ゴキブリ団子づくり ６月３日（月）午後
②親子でデコパージュに挑戦！ 8月
③エゴスキュー体操体験 12月

★食育を楽しむ講座

①雲南市大東方面視察研修 ６月10日（月）
②うどん・塩麴づくり ９月
③キムチづくり 12月22日（日）

●部　長  森脇　真弓　 ●副部長  横田　由香

生  活  部生  活  部

★まちづくり講演会 6月15日（土）
講師：島根県古代出雲歴史博物館
　　　学芸企画課長　松尾充晶氏
演題：「江戸時代の出雲信仰、
　　　神々はなぜ出雲へ集うのか」

★多伎キララまつり協力 7月28日（日）
★海辺の多伎コンサート 9月中旬（予定）
出演：シンガーソングライター

琴巳さん
★指導者育成　そば道場 12月8日（日）

●部　長  岸　　智富
●副部長  石飛　礼子 ●部　長  立脇　　渉

●副部長  柳楽　好美

ま ち づ く り 部ま ち づ く り 部

★いかだづくり体験　７月
★親子餅つき体験　日程未定
★冬の三瓶を楽しもう！

国立三瓶青少年交流の家での

歩くスキー教室（日帰り）
　　令和７年２月

青 少 年 部青 少 年 部

内容は変更になることもありますが、 事前にチラシ等で周知します。

令和６年度 多伎コミュニティセンター事業令和６年度 多伎コミュニティセンター事業
を紹介しますを紹介しますご あ い さ つ

令和６年度多伎地域自治協会連合会総会を開催しました（4月13日土）

収入の部 【単位：円】
費　　目 本年度予算額 説　　　　　明

会費 2,448,000 2,400円×1,020世帯
市補助金 500,000 出雲市元気・やる気地域応援補助金
繰越金 503,121 令和5年度繰越金

諸収入 160,079 行政連絡業務委託料10,000円、新年賀会会費
3,000円×50人=150,000円、貯金利息79円

合　　計 3,611,200

支出の部 【単位：円】
費　　目 本年度予算額 説　　　　　明

会議費 25,000 総会・役員会お茶代
旅費 10,000 役員の町外出張旅費　

事業費 1,580,000
敬老の日祝 800,000円、出雲市元気・やる気地域
応援事業経費 550,000円、新年賀会 170,000円、
自治協会活動費 20,000円×3地区＝60,000円

自治会活動保険費 219,000 1,020世帯

団体育成費 110,000 スポーツ協会多伎支部 50,000円、文化協会 30,000円、
同推協10,000円、青少協10,000円、環境保全10,000円

イベント支援費 270,000 多伎キララまつり　250,000円
スイムランｉｎ多伎 20,000円

コミュニティ活動支援費 70,000 コミュニティセンター事業費、運営費

防災対策費 939,000
消防団3分団・8部（7000円×117名）819,000円
多伎地区災害対策委員会  100,000円
消防協力隊（10,000円×2地区）20,000円

事務費 80,000 消耗品、郵券代、コピー代他
負担金 40,000 出雲市自治会連合会負担金（正副会長3名×2回）
予備費 268,200

合　　計 3,611,200

地域の発展を図り、地域相互の親睦と福祉を促進すること
を目的とし、次の事業を行う。

１．会議関係
（１）総会　（２）役員会　（３）正・副会長会
（４）専門部会

２．自主的活動と相互連携の強化
（１）敬老の日祝　日程：９月１６日（月・祝　敬老の日）
（２）多伎町海岸一斉清掃（出雲市環境保全連合会多伎

支部と共催）
　　 日程：７月１５日（月・祝　海の日）

（３）多伎町新年賀会　日程：１月
（４）防災訓練等（多伎地区災害対策委員会との共催）
　　 多伎地域一斉防災訓練　日程：６月２３日（日）

（５）多伎地域活性化事業（田儀地区鶴ヶ城跡遊歩道環
境整備事業）

３．地域内各種団体の支援
（１）団体支援
　　 多伎コミュニティセンター、出雲市スポーツ協会多伎

支部、多伎町文化協会、多伎地区災害対策委員会、出
雲市消防団多伎方面隊、消防協力隊、出雲市環境保全
連合会多伎支部、多伎地区青少年育成協議会、多伎地
区人権・同和教育推進協議会

（２）イベント支援
　　 多伎キララまつり、スイムランｉｎ多伎

４．市行政についての意見、要望事項等を市・県等の関係
　　機関に要望する

（１）まちづくりに関すること
（２）産業振興に関すること
（３）学校教育に関すること
（４）環境に関すること
（５）福祉に関すること

５．その他目的達成に必要な事項

令和６年度 予算令和６年度 事業計画

多伎地域自治協会連合会 会長　柳 楽 仁 司
多伎地域は、少子高齢化・過疎化（人口減等）が益々進行し、空き家の増加、農地・山林の荒廃、猪やサルなどに

よる被害等々、また、普段子ども達の元気な声や姿を見ることも少なくなっています。
このような厳しい状況の中だからこそ、地域の中で私たち大人が協力し合い、元気を出していきたいと思います。
明るい話題も沢山あります。昨年春、海岸沿いに「ホテル・飲食施設」が出来ましたが、道の駅「キララ多伎」から

出雲大社への海岸道路は素敵な賑わいの空間となっています。また、今年の４月には地域の誇れる財産・文化遺産で
ある田儀櫻井家たたら製鉄遺跡の一つである「越堂たたら跡」にガイダンス施設がオープンし、文化・観光面で新たな
魅力が生まれました。更に来年３月には山陰自動車道の多伎から出雲間
が開通します。通過されるだけの地域にならないように皆で知恵を出し
合い、人の流れや物の流れが出来るように期待したいと思います。
コロナ禍が一段落した昨年からは、色々な行事・イベントも復活しま

した。
今年は更に地域の皆さんと一緒になって各種事業を積極的に展開して

いきたいと思っています。さらなるご支援、ご協力をお願い申し上げ
あいさつと致します。
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自治会活動保険について
　多伎地域自治協会連合会では、自治協会主催および各自治会主催の活動における事故に備えて補償される保
険に加入しています。これまで、自治会の総会のおりに自治会館での転倒事故や、海岸清掃のおりの草刈り時
に跳ねた小石が車にあたり賠償するなどの事案が発生しています。自治会活動中の事故については、自治会長
に報告後、多伎地域自治協会連合会事務局（多伎コミュニティセンター）へご連絡ください。

①行事活動中の第三者の身体の障害・財物の損壊による賠償事故、
②行事活動中の住民の方の傷害事故、③住民の方以外への傷害見舞費用、
④行事の中止等による費用損害

対象となる補償
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講師：島根県古代出雲歴史博物館
　　　学芸企画課長　松尾充晶氏
演題：「江戸時代の出雲信仰、
　　　神々はなぜ出雲へ集うのか」

★多伎キララまつり協力 7月28日（日）
★海辺の多伎コンサート 9月中旬（予定）
出演：シンガーソングライター

琴巳さん
★指導者育成　そば道場 12月8日（日）

●部　長  岸　　智富
●副部長  石飛　礼子 ●部　長  立脇　　渉

●副部長  柳楽　好美

ま ち づ く り 部ま ち づ く り 部

★いかだづくり体験　７月
★親子餅つき体験　日程未定
★冬の三瓶を楽しもう！

国立三瓶青少年交流の家での

歩くスキー教室（日帰り）
　　令和７年２月

青 少 年 部青 少 年 部

内容は変更になることもありますが、 事前にチラシ等で周知します。

令和６年度 多伎コミュニティセンター事業令和６年度 多伎コミュニティセンター事業
を紹介しますを紹介します
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コミセン事業
のお知らせ 令和６年度コミセン大学開講します！ 　第１回講座 「講演会」

★詳しいことは、 ５月２日（木） 全戸配布したチラシをご覧ください。

日時 ５月２４日 （金） １３時３０分～

演題 「出雲弁なんぞかんぞ」

講師 松江・出雲弁保存会　会長　小 林 忠 夫 氏

会場 多伎コミュニティセンター大ホール

生活の中の

出雲弁を

楽しみましょう

地域情報

　朝から小雨の降るあいにくの天気の中、曹洞宗　護国山十楽寺の
伊藤住職より、建立されて８００年になる十楽寺の紹介を聞き、位牌
が一堂に安置されている位牌堂や、次回は約３０年後（２０５３年）
にご開帳されるという観音堂を案内していただきました。出雲・斐
川尼子十旗顕彰会のガイド岩成英充さんのガイドを受けながら標高
101ｍの神西城跡へ上がりました。周辺は竹が伸びてすぐに藪になり
景観も遮られるようですが、斐川や神西地区の関係の方達が維持管
理をされています。頂上から神社までは周囲両側竹に囲まれた坂道
と、神社から２３０段の階段が整備され、那賣
佐神社と岩坪へ向かいました。須佐之男命の娘
スセリヒメが産湯をつかわれたとされる岩坪の
周辺も整備されており、自然の造りだした岩の
くぼみから岩坪と呼ばれていることがよくわかり
ました。

　コウノトリが昨年９月に

奥田儀地区に飛来しまし

た。今年３月中旬に再び奥

田儀から口田儀へ飛来し

ていました。 写真は多伎

藝神社前の電柱の上に佇

んでいるところです。 コウ

ノトリが度々訪れる素晴ら

しい自然環境の町です。

２/29
（木）

２/29
（木） 神西城跡へ出かけました総務部事業 地域探訪講座

コウノトリ

再び多 伎町へ

　　　　　 飛 来！

（4）　　2024 ／５　No.109 コミセンだより

22 水 J アラート
23 木 青少協役員会・総会
24 金 コミセン大学第 1回講座講演会

27 月
西部ブロックチーフ会
令和 6年度出雲市防災会議及び国民保
護協議会

28 月 出雲市文化団体連合会理事会
29 火 災害対策委員会
2 日 市民一斉クリーンデー
3 月 交通安全県民の日、同和教育推進協議会総会
4 火 自治協会連合会役員会
5 水 文書配布、センター長会
10 月 生活部視察研修（大東町方面）
14 金 出雲市青少年育成市民会議総会
15 土 まちづくり講演会
20 木 文書配布、同推協研修（睦会サロン）
23 日 地域一斉防災訓練
24 月 コミセン大学第 2回講座健トレ
3 月 交通安全県民の日
4 火 自治協会連合会役員会
5 水 センター長会

５月

５月・６月・７月情報

６月

７月

7月5日㈮コミセンだより

次回発行


